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NFTはどんな
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する点は？

特定の管理者がいないブロックチェーン技術によって実現する、新しいインターネットの
利活用形態。情報の発信者と閲覧者が固定されて一方向だった「Web1.0」や、SNSなどの情報の発信者と閲覧者の双方向で
コミュニケーションする「Web2.0」に対し、特定のプラットフォームに依存せず誰でも情報の管理に参加できる可能性がある
仕組みとして、近年注目が高まっている。
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NFTの今後は？

企画監修 制作 協力増田雅史 株式会社メジロプランニング

NFTは、ブロックチェーン上の「しるし」のようなものにすぎず、実際に何を取引し
ようとしているのかをよく確かめることが重要です。例えば、NFTによってデジタルアート
の「所有権」を取引できるわけではありません。デジタルデータ自体には、法的な
意味での所有権は発生しないからです。2021年のブームのころには、法的な権利が
はっきりとは伴わないものが多く販売されていました。
最近は、NFTを持っているとどんな特典があるのかが初めから明確化されているものが増えています
が、いずれにせよ、NFTを持っているから当然に何らかの権利があるというわけではありません。購入
する際には、発行者が決めた規約や、販売者による説明をよく確認することが大切です。
また、いわゆる「偽物」（海賊版NFT）にも注意が必要です。特に2021年のブームのころには、何者
かが正規のデジタルコンテンツを勝手に紐づけたNFTを発行して、販売するケースが頻発し、中には
権利者本人になりすますような悪質なケースもありました。

NFTは今後デジタルコンテンツのコレクターアイテムなどの取引にとどまらず、
NFTの保有者に対して、例えばNFTに対応するゲーム内アイテムの利用権や
イベントの参加権または宿泊施設への宿泊権を与えたり、プロスポーツの世界
で選手との交流イベントに参加できるVIP権としてNFTを販売するなど、企業
が特典やサービスの権利をNFT購入者や保有者に与える事例が近年増えてきています。
また、ブロックチェーンという共通の取引インフラを使うことができることにより、事業者にとっても
サービスの開発や提供のコストを小さくすることができ、その点でも注目が高まっています。
このように、ブロックチェーンを利活用する新しいインターネットの形は「Web3」とも呼ばれています。
NFTは、そのWeb3を支えるインフラ・基礎的なコンセプトの1つとして普及していく可能性があります。

注意点はありますか？

NFTの今後は？

注意点はありますか？

（弁護士・一橋大学特任教授）

動画も配信中です！より詳しく
 解説する

増田弁護士がNFTについて
IT全般の法務に広く精通。日本オンラインゲーム協会アドバイザー、
ブロックチェーン推進協会アドバイザー、日本暗号資産ビジネス協会
NFT部会法律顧問・ブロックチェーンゲーム部会顧問。『新NFTの教科
書』、『いまさら聞けないWeb3、NFT、メタバースについて増田雅史先生
に聞いてみた』など著書多数。
森・濱田松本法律事務所外国法共同事業 パートナー弁護士（日本国・
ニューヨーク州）。一橋大学特任教授（Web3・メタバースと法）。

（ますだ・まさふみ）増田雅史監修

知っておきたい基礎知識を増田弁護士が

わかりやすく解説！

下記よりご覧いただけます。

NFTの現在地と将来性
【増田弁護士がわかりやすく解説】

https://youtu.be/BW3Gxmf8lSI
QRコード

NFTパンフレット（A5サイズ W148×H210）
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